
桜
花
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
宮
崎
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
福
の
段
、
大
慶
に
存
じ
ま
す
。

先
月
十
一
日
は
、
建
国
記
念
行
事
が
宮
崎
神
宮
で
厳
か
に
挙
行
さ
れ
、
皇
紀
二
六
七
五
年
の
佳
き
日
を

二
百
名
近
い
参
加
者
と
「
紀
元
節
の
歌
」
を
共
に
歌
い
な
が
ら
お
祝
い
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
本
の
勇
志
国
際
高
校
、
野
田
校
長
の
講
話
の
中
で
改
め
て
憲
法
教
育
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、

「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
宮
崎
県
民
の
会
」
準
備
会
設
立
を
、
高
ら
か
に
宣
言
し
た
次
第
で
す
。

今
月
は
、
先
月
開
催
し
た
支
部
総
会
冒
頭
の
支
部
長
挨
拶
を
以
て
、
支
部
長
通
信
と
致
し
ま
す
。

「
ま
ず
本
会
の
冒
頭
に
当
た
り
、
昨
日
え
び
の
市
山
中
で
遭
難
し
、
殉
職
さ
れ
た
、
鹿
屋
基
地
所
属
の

山
本
忠
浩
三
佐
外
二
名
の
海
上
自
衛
官
の
御
霊
に
、
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
本
日
は
、
宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会
宮
崎
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た

と
こ
ろ
、
中
野
、
右
松
、
十
屋
県
議
を
始
め
新
田
原
基
地
航
空
救
難
隊
長

増
田
二
佐
、
関
係
諸
団
体
の

皆
様
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
賜
り
、
会
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
、
物
心
両
面
に
亘
る
ご
支
援
を
賜
り
、
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
私
の
手
元
に
あ
る
こ
の
地
図
は
、
中
国
外
務
省
か
ら
流
出
し
た
と
云
わ
れ
る
『
二
〇
五
〇
年

の
国
家
戦
略
』
地
図
で
、
中
国
の
野
望
は
、
ウ
ィ
グ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
も
巻
き
込
ん

で
、
大
中
華
国
を
作
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

日
本
が
チ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
は
考
え
た
だ
け
で
も
お
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
先
日
就

航
し
た
「
遼
寧
」
や
現
在
建
造
中
の
空
母
等
の
海
軍
力
に
よ
っ
て
台
湾
を
併
合
し
、
東
シ
ナ
海
の
シ
ー
レ

ー
ン
を
軍
事
力
で
圧
倒
す
れ
ば
、
確
実
に
日
本
経
済
の
首
根
っ
こ
を
中
国
は
押
さ
え
る
事
が
で
き
ま
す
。

中
国
の
日
本
侵
攻
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ま
ず
沖
縄
に
工
作
員
を
送
っ
て
、
沖
縄
県
民
の
本
土
不
信
を
煽
り
、

沖
縄
を
琉
球
国
と
し
て
独
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
台
湾
で
も
使
わ
れ
て
い
る
手
法
で
す
が
、

中
国
と
経
済
的
な
パ
イ
プ
を
深
め
る
方
が
経
済
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
風
説
を
工
作
員
が

流
す
と
同
時
に
、
国
家
レ
ベ
ル
で
も
琉
球
国
へ
の
経
済
支
援
策
を
発
表
し
住
民
投
票
で
独
立
が
議
決
後
、

鹿
児
島
県
と
の
「
国
境
」
付
近
に
空
母
を
派
遣
し
て
、
海
上
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
日
本
は
そ
れ
以
上

の
手
出
し
で
き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
こ
と
よ
り
も
軍
事
力
の
増
大
し
た
中
国
を
『
気
づ
か
う
』
よ
う
に
な
り
、

「
対
中
東
対
策
が
手
一
杯
で
、
ア
ジ
ア
の
こ
と
は
ア
ジ
ア
で
決
め
て
く
れ
」
と
傍
観
を
決
め
込
む
可
能
性

も
否
定
は
出
来
ず
、
そ
う
い
う
い
く
つ
か
の
不
幸
が
重
な
る
事
で
、
こ
の
『
二
〇
五
〇
年
の
国
家
戦
略
』

地
図
が
実
現
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

戦
後
七
十
年
、
平
和
な
経
済
成
長
政
策
の
中
で
生
活
し
、
国
民
の
多
く
は
国
家
の
安
全
保
障
に
つ
い
て

関
心
が
薄
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
政
学
で
歴
史
を
見
て
い
け
ば
こ
の
間
に
百
近
く
の
国
家
が
興
亡
の

憂
き
目
を
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

国
家
と
し
て
主
権
を
主
張
し
、
主
権
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
処
置
を
怠
れ
ば
、
い
つ
何
時
周
辺
国
に

併
合
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
百
年
の
歴
史
の
真
実
で
す
。

日
本
が
そ
う
な
ら
ぬ
為
に
も
我
々
防
衛
協
会
青
年
部
会
は
、
自
衛
隊
の
良
き
理
解
者
と
し
て
支
え
つ
つ
、

国
民
と
の
架
け
橋
の
役
割
を
、
確
実
に
果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
び
に
祖
国
及
び
皇
室
の
弥
栄
と
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
措
辞
で

誠
に
要
を
得
ま
せ
ん
が
、
支
部
長
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
」

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部
長

小
倉

和
彦


